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雑

草

一

木

も

よ

、

一

気

持

ち

良

く

清

掃

さ

れ

た

八

幡

山

公

園

と

そ

の

道

路

初

日

の

ま

ち

ぐ
る
み
秋
の
大
清
新
に
は
、
地
区
阻
ん
と
ぞ
っ
て
多
加
し
よ
う

ま
と
い
い
ま
し
た
。
…

四
幸
、
央
韓
を
と
わ
ず
、
と
き
に
は

休
E
h惑
と
し
℃
、
ご
み
E

し
尿
処
短

に
取
り
組
む
関
係
者
の
作
業
は
、
ま
っ

k
く
韓
の
下
の
力
持
ち
。
と
か
く
忘
ら

れ
が
ち
の
ζ

れ
日
り
の
人
た
ち
に
敬
意
を

中
試
し
た
い
も
の
だ
ω

生
生
活
・
消
費
生
活
の
向
L
と
人

口
増
加
に
つ
れ
て
、
ご
み
膏
し
目
昨
日
排

出
量
は
轍
増
し
、
と
の
処
密
封
簡
は
金

問
市
町
村
中
内
通
の
な
や
み
と
な
っ
て
い

る。
ま
ず
、
本
市
の
ご
み
の
状
mmか
ら
。

昭
和
四
十
犀
度
の
収
集
最
一
万
八
千

三
闘
い
刊
が
、
四
十
一
ニ
卑
疫
に
は
一
万
一
一
一

帯
九
百
」
げ
も
ふ
え
て
、
な
ん
と
一
一
一
万
ニ

4
Z
#
移
若
者
s
z
z
a
勿
警
百
万
語
忽
勿
勿
勿
ノ
ノ
4
0
2
勿
穿
4
2
2
#
拶
草
草
z
a
護
軍
ク
ノ
ノ
4

d
M
m
勿
勿
主
万
元
主
u
z
u
勿
2
z
y
ノ
4
z
m
m
m
u
ラ
ノ
ノ
ノ
A
Z
万
w
m
M
M及
w
J
Z移
μ
Z
U
勿
移
グ
ノ
4
Zツ一
4
及
勿
m
u
z
ノ
ク
/
ゑ
H
W

ト
〉
…
自
い
鉢
品
に
…
フ

y
ニ
ン
が
決
り
通
し
汁
弱
地
感
と
向
日
隔
に
加
-
手
」

ぜる

E
一
引
グ
シ
ャ

Y
及
と
い
う
い
ほ
仲
間
炉
転
/
よ
す
に
出
て
も
ι
雰
礎
体
山
内
問
草

札け

J

C

…
で
た
ち
台
、
毎
朝
(
と
き
も
巡
む
。
か
く
主
雨
の
門
口
者
絵
〈
一
一
百
六
十

従
道
却
に
は
夕
方
)
盟
問
耕
地
か
昔
話
芭
ず
昔
続
け
た
ロ
議
し
た
長

山
を
ム
…
ら
香
川
治
い
の
す
イ
ク
男
(
三
男
三
(
大
差
〉
が
誌
で
時

炎
、
/
恥
引
u
F

す

れ

い

H

リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
走
り
続
折
り
い
っ
し
ょ
に
容
。
。
返
附
白
人
も
加
聴
い

j
2
1
9
 

型
?
一
定
e

一
け
て
い
る
初
老
由
男
が
近
て
狂
人
扱
い
す
る
者
も
出
た
が
と
ん
着
な
く

中
一
瞬
の
話
題
に
な
っ
て
い
走
る
こ
と
一
一
一
言
。
量
産
量
孝
一
一
一

;
i
i
る
。
憧
一
語
た
め
に
人
分
も
絡
め
て
一
一
士
会
ハ
秒
。
量
五
ハ
十

十
一
識
の
震
に
鞭
う
つ
で
一
ひ
た
雪
中
村
吉
蹴
っ
て
ま
す
ま
す
好
調
、
舎
は
議

さ
ん
の
密
で
あ
る
。
前
に
出
動
若
い
人
た
ち
毛
頭
角
川
り
の
術
劇
ぷ

中
村
さ
ん
白
本
名
は
庄
一
一
太
郎
。
庇
玉
県
D
-
b
o
往
年
の
ス
ポ
ー
ツ
神
聞
が
伝
え
聞
い
て

農
戸
お
一
叩
勇
で
間
人
兄
妹
の
末
っ
子
。
少
年
各
地
か
ら
招
給
が
く
る
。
八
月
は
隠
す
競
技

時
代
か
阜
惹
が
小
さ
か
っ
た
が
、
主
の
渇
の
諸
問
ナ
イ
タ
ー
陣
ト
天
会
に
出
場
、

き
か
ん
訪
で
、
大
男
に
角
げ
る
も
白
か
と
、
片
む
講
平
、
吉
岡
降
穂
、
出
島
義
人
白
昔
の

学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
に
砂
舟
空
鯖
定
は
全
名
ヨ
ジ
ナ
1
と
久
に
走
っ
た

0
3月
は
N
H

額
一
。
中
学
に
T

八
つ
て
は
ヲ
ン
ナ
ー
で
鳴
ら

E
ス
ポ

l
yア
ロ
ー
に
出
出
、
十
月
ほ
東
京

し
全
同
期
大
会
に
選
手
と
し
て
い
く
度
か
出
教
育
大
グ
一
フ
ロ

yド
で
同
大
陣
協
棋
谷
陸
協

顔
。
中
学
四
年
で
す
臼
M
M
を
十
一
彰
一
で
定
つ
共
同
閣
の
大
会
に
出
場
、
十
↓
月
は
横
浜
昔
麓

た
7
姦
を
も
っ
.
一
一
一
単
一
で
栗
山
坦
初
段
、
大
学

V
iス
ク
ラ
ブ
に
出
場
と
い
う
じ
し
さ
4
人

一
年
で
一
一
段
。
司
法
省
に
入
っ
て
一
一
船
十
段
告
は
マ
一

7
y
yだ
e

毎
日
が
き
む
し
い
闘
い

の
指
却
を
一
受
一
け
六
十
を
過
ぎ
た
潟
へ
で
も
、
の
連
続
。
強
い
信
念
が
な
く
て
は
中
一
き
ゃ
れ

な
い
ノ
マ
ラ

y
yは
千
F

ま
で
は
ギ
い
が
通
D
抜
け

れ
w
M白
日
出
が
つ
く
。
ヲ
フ

る
税
の
一
忍
日
ぷ
D
。
お
正

月
に
じ
り
わ
れ
る
東
京
総
根

閉
文
学
駅
伝
は
学
生
時
代

か

ら

停

車

車

で

応

援

、

い

で

怠

る

こ

と

に

あ

る

。

入

ま
で
事
学
b
ず

応

援

に

出

症

も

ま

た

間

じ

。

関

税

ば

て
い
く
と
い
う
ス
ポ
l
y

檀
時
間
か
ら
鵠
君
出
る
。
中

型

ぽ

張

。

年

以

接

の

理

由

酬

は

強

い

意

志

で

自

分

で

営

環

中
大
盤
法
制
析
を
出
て
四
年
間
投
入
を
し
た
し
な
く
て
は
ダ
メ
だ
」
と
い
ヨ
の
が
持
論
。

が
退
職
し
て
弁
涛
士
、
特
許
庁
司
禅
型
崩
所
在
平
塚
市
民
に
な
っ
た
の
は
十
三
年
前
、
間

関
き
経
常
コ

y
サ
ル
タ
ジ
ト
と
し
ず
ぷ
世
〈
の
崎
の
お
与
の
住
職
を
し
て
い
た
強
兄
が
富
山

会
社
に
関
係
、
混
許
は
電
で
社
な
ど
六
会
投
へ
転
任
、
ふ
た
D
の
子
を
教
育
白
だ
め
設
し

の
員
没
、
日
志
向
蛇
舘
設
寺
弘
法
誇
ザ
務
誕
期
て
て
い
く
白
で
そ
り
面
観
世
頼
ま
れ
て
や
っ

τ

東
京
家
裁
調
停
事
国
な
ど
多
忙
の
白
老
送
っ
き
た
の
が
動
機
。
大
学
駅
伝
で
一
お
な
じ
み
の

て
い
る
@
マ
ラ

y
yを
始
め
た
動
機
は
、
身
上
に
、
気
腰
風
土
が
気
に
入
り
平
塚
に
住
み

長一

e
五
五
討
、
障
設
七
七
許
と
い
う
身
体
つ
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
一
一
午
一
揖
で
結

で
血
庄
の
心
配
が
多
く
、
な
ん
と
か
し
て
体
婚
二
一
十
議
の
新
議
に
一
口
昨
日
ド
イ
吋
ノ
謡
白
結

晶
思
を
減
ら
し
た
い
と
節
立
を
し
た
が
胡
裂
が
題
を
与
え
て
出
動
ヤ
レ
況
と
い
立
炉
、
お
か
げ

な
い
。
た
ま
F喜
一
一
…
年
前
市
民
掠
力
テ
ス
ト
で
家
族
中
が
活
学
に
強
い
。
夫
人
2
0〉
と
の

に
参
加
、
千
五
百
抗
踊
揖
に
三
者
だ
っ
た
の
聞
に
二
男
二
女
、
い
ず
れ
も
一
流
大
学
事
ま

に
庭
恒
久
ぜ
一
得
て
、
四
十
一
年
ト
}
月
六
羽
早
た
は
在
学
中
。
朝
貢
は
パ

Y
一
切
れ
に
耐
南
部

朝
、
サ
イ
ク

p
yグ
コ
ー
ス
五
千
凶
が
た
つ
一
器
、
良
は
ソ
バ
。
在
だ
け
米
合
一
杯
と
蓋

て
み
た
。
七
壬
一

F
の
良
部
は
千
討
で
d
u
u
め
て
い
る
。
趣
味
は
ス
ポ
ト
ッ
。
六
十
一

っ
し
ょ
り
。
歯
を
畦
い
し
ぼ
っ
て
右
手
M
を
説
。
住
所
は
平
捧
市
豊
田
宮
宇
八
一
五
。

一
二
十
四
分
六
秒
で
走
担
き
っ
た
。
気
分
は
爽
(
交
@
名
窟
債
発
@
広
報
さ
一
一
タ
l
)

懐
だ
が
身
障
が
痛
む
。
鵡
濠
は
す
る
な
と
象

L
i
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i

中
か
ら
宕
反
対
吉
れ
た
が
次
白
日
ま
た
定
つ
」
一
一
一
一
E

議
雲
一
一
一
面
詔
一
一
一
雲
可

た
。
辛
い
。
一
言
回
、
汗
と
涙
を
事
υ
な

が

話

一

撃

獲

薩

鍵

建

議

面

再

ら
ま
た
恋
っ
た
凶
己
っ
し
て
一
週
間
、
つ
い
¥
一
欝
轟
襲
撃
畿
二

に
橘
み
は
去
っ
た
。

i
l
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-
i
s

g
苦
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多
忽
勿
移
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2
0
2
m
勿
軍
主
主
a
g
勿
穿
Z
，
主
a
e
移
Z
M
Z
話
器
幼
珍
警
告
先
鋭
必
勿
g
e

d
#
タ
ノ
定
多
穿
遺
書
/
/
革
委
勿
勿
穿
勾
主
5
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勿
Z
Z
勿
o
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z
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#
諸
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勿
勿
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山
川
九
丹
市
議
会
定
日
判
長
で
照
十
凶
年
度
第
一
一
一
杭
補
子
弔
集
が
威
立
し
た
。
今
回
の
補
一
生
vほ
、
一
般
会
計
辺
倒

制
慾
ハ
千
八
百
万
円
1

特
製
引
な
輔
輪
車
一
薬
品
砕
か
主
で
十
二
億
李
主
方
向
。
高
一
般
会
計
補
宮
山

間
大
半
一
一
層

b
T八
百
芳
円
(
問
問
九
財
)
は
土
木
裂
と
教
育
輔
容
で
、
土
木
費
は
、
駅
前
広
場
の
世
帯
工
事
、
選
制

州
路
新
設
荻
良
、
下
水
道
獲
備
、
湖
南
平
提
山
道
の
全
筒
輔
担
喝
な
ど
!
ま
た
、
教
脅
費
関
係
予
は
苛
神
田
小
分
山
川

山
教
揚
商
用
地
震
収
な
ど
の
小
学
校
援
鶴
一
事
業
、
文
出
セ
ジ
タ
l
(関
書
館
)
ヱ
喜
一
や
は
じ
め
て
の
試
み
と
し
て
山

間
小
中
学
校
へ
の
重
曹
墜
に
か

b
5
1
3
y露
駐
委
託
審
理
E
で

あ

る

。

訓

弓
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市
愛
培
叫
月
F例
会
は
、
九
月
十
一
日
か
ら
一
ニ
ヤ
臼
ま
で
議
事
墜
に
開
会
、
四
十
一
呈
年
度
病
院
事
業
会
計
の
観
察
り
認
定
、
平
塚

事
毒
い
の
雪
量
霊
に
学
一
一
る
覇
市
一
般
職
員
の
給
与
の
震
に
関
す
る
語
、
特
別
職
で
毒
翻
の
ふ
も
の
報
酬

〉
奨
用
語
僚
に
潟
ず
る
も
の
、
平
域
市
民
セ
y
h
m
1
葺
例
の
一
部
改
正
、
平
境
市
開
民
憧
居
間
樺
険
課
例
の
一
部
改
正
、
九
月
補
正

主
閣
議
)
妻
子
大
議
案
を
審
議
可
決
主
e

ま
た
1

同
一
手
司
追
加
議
案
で
前
任
者
自
居
期
満
了
に
と
も
な
立
行
政
要
員

の
人
尋
L
つ
い
て
、
霊
童
に
草
山
大
壁
、
公
平
委
員
が
一
重
男
民
間
定
賢
一
葬
襲
裏
目
に
竹
之
内
雲
寺
七
れ
ぞ

れ
任
命
、
選
任
す
る
ζ

と
に
同
意
し
た
。

ζ急まるE皐顎号室古書2益者t望的吉カib里村
ド25全型35普33522E2雪Zi奏
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畳!刀レのをで討 解者者ノレプいそ
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閑吟蓮華 fZ E 議石持者選
定 要望2iZE ややや先生の負強軽減<>00 需主回 1竺 L 
S 云宏司書 3 言寝室雲計号
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志伝主雲ZE鷺宮話実繋響機懇機撃畿議議怒湾務湾総務畿勢欝襲撃訳語主要ょ謀長だ場

ititiii母欝…十弘 ツ警護;知事室ii 
詰 325守持議襲撃…ゴ欝弘関襲撃替予言言議事注高
音ナ時れル時討教鱗思議齢榊ーι吃:嘩警護ML問題去
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三、予東ら会 ら市は欝欝撃てよ襲饗護襲撃 町議議み会車問志去五
時?出xE認欝襲撃議議挙鐘;25関 i芸高妥一撃襲撃 甥欄物柊警三島纏;塁 塁芸品語襲謹己
主豊富手実在 E議ミ磯野 wト議ダヂ衣議題 言E話芸姦足謹
一号普 iQ持 k、一、 "者市 さる 8!'l写箱根で開かれた会関地方自治時トップマネ 路 の ζ$需 l麗あの

往時計 雪言語 去二ぶ;222523二証言言宗22時行政、時源 3 警225金ミ警
だ害そ員三喜 23 望号号士 55Ekb害時~ T~; ~瓦竺重 E 善幸町最高

j!j!!?ii;;iiii;出?;;iiii;;iii;r
ふE与官許議室七喜子236こ男駐日の 角競と車守成

長ぞ夏目李副長E語。特-h品 qiE察当:23ミ23著書岩手事
多量す2ih 現時雪Z号号車5言語ぺFFま;ぞき宅寄食言ベ害警高有
住民;ii??;;iE15tiiiii21iljifiFiifi;i 
ニEE2E23?伊言葉告白EE岩臼雪量言明詩句刊日詰
れ霊討会きニきずト二台費竺ま百日号む要望量持駐車
)2言22℃主 主正喜22三ZI宅き理 日子宮司 る通警塁審 だ嘉何喜

涼
)
事
業
の
着
工
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
い
の
家
「
七
国
語
」
の
管
恕
、

鶴
平
田
脇
市
老
人
憩
い
の
輩
設
観
渠
間
一
つ
い
て
瞳
網
判
決
ま
っ
た
「

包
る
五
月
に
開
設
し
た
、
老
人
い
こ
一
マ
老
人
醇
い
の
家
を
一
利
用
で
き
る
人
.

だ司

(54回〉

φ10月四回・須賀公民館、総長主、独
身寮(I日夕陽ケ丘母ず空iO

争10月30B• II王士見公民的古孤立E
町会館、花水町内会館〆

φ待問・午前 9ff寺30分~午後 4R.f 

京税務部収納諜



月

税
が
行
な
わ
れ
る
ζ
と
に
な
っ
た
。

③
桐
人
の
居
住
阿
開
聞
の
買
い
換
え
の

た
め
の
繁
い
換
え
制
度
は
出
閉
止
さ
れ

と
れ
に
代
え
て
一
泊
に
居
住
し
て
い
た

土
地
な
ど
を
譲
渡
し
た
場
合
、
一
千

万
円
の
特
別
館
除
が
設
け
ら
れ
た
。

窃
個
人
の
事
詫
間
資
産
の
繁
い
換
え
制

度
は
、
昭
和
関
十
一
一
年
+
二
月
三
十

一
日
浪
り
で
出
止
さ
れ
、
分
離
課
税

上
の
適
用
弘
新
た
に
土
地
前
策
に
合

長

ら

噌

ai
τ
i
 

乙
と
し
の
税
制
改
正
で
、
土
議
中
家
屋
の
よ
ー
つ
な
京
動
産
や
回
定
資
産
を
売
却
し
た
場
合
白
〈
譲
挺
一
所
得
〉
に
つ
い

て
抜
本
的
な
設
正
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
改
正
点
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
説
明
会
が
、
十
一
月
四
円
か
ら

白
日
間
、
襲
撃
市
役
吉
会
議
室
ゼ
題
さ
れ
る
。
乙
の
重
量
程
。
大
都
市
や

Y6周
辺
童
心
と
す
ゐ

土
地
需
給
の
不
均
九
聞
と
、
そ
れ
に
認
歯
す
る
地
舗
の
高
勝
は
近
年
著
し
い
社
《
凸
閉
鎖
と
な
っ
て
き
て
お
幻
、
そ
の
解
決

に
皆
す
也
た
め
に
税
法
が
誠
一
沿
い
れ
た
も
の
。
と
の
新
し
い
制
度
は
、
来
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
友
十
年
士
五
一
千

〕
日
ま
で
の
簡
に
譲
渡
し
た
も
の
に
適
帯
同
さ
れ
る
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
♂
。

日
町
一
様
煽
け
を
市
民
課

へ
お
出
し
く
だ
さ
い

骨
子
え
の

成
伎
を
記
鋸

ず
る
母
子
一
宇

帳
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

(
用
意
す
る
も
の
、
蛭

娠
届
一
遇
、

挺
揖
嗣
自
由
)

麓
山
凶
住
届

医
師
ま
た
は
酌
降
編
の
雷
拐
を
も

す
。
(
用
認
す
る
も
の
、
出
生
局
、

母
子
手
制
作
、
印
鑑
、
そ
の
他
該
当

す
る
、
お
米
の
通
帳
、
国
即
日
保
融

町
説
、
し
尿
し
み
取
り
伝
面
齢
、
問
手

数
料
納
付
書
)

ム
低
滋
属
、
出
仕
占
胞
の
局
紙
は
市
役

所
、
駐
在
員
事
務
富
山
、
病
院
1

勘

校
帝
に
あ
り
ま
す
。

ら
な
い
予
筋
接
種
の
手
帳
と
予
防

接
種
カ
レ

y
ダ
ー
を
お
わ
た
レ
L

ま
す
。
と
の
臼
結
に
し
た
が
っ
て
各
議
の

予
防
注
射
を
苧
仔
ザ
与
く
だ
さ
い
。

特
に
個
人
通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん

撞と き. 111器樹午後-ヰ題懇

留ところ@平塚市民センターホール

磁内 容 a 式典と議事例発章受



どヲちも損けるな、ガシパレ11シパレ(崩事藍小て}

<37> 
軟
た
け
な
わ
で
あ
る
u

運
動
会

L臨
ん
で
あ
る
。

モ
ち
と
ち
の
軟
庭
に
、
小
さ
い
声
、
主
き
い
声
が
乙

だ
ま
す
る
。
幼
J

聴
簡
の
チ
ピ
ッ
コ
か
ら
↑
中
学
の
大
き

い
お
に
い
え
、
お
恕
凡
さ
ん
ま
で
、
元
気
に
、
の

び
の
び
と
、
広
い
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
払
(
は
〉
ね
日

る
。
お
な
か
を
ず
か
し
て
、
む
艇
を
い
勺
ば
い
食
え

て
、
獲
の
疲
れ
を
7
ッ
飛
ば
し
て
、
ま
る
で
ポ
b
q
手

た
舗
の
よ
つ
だ
。
お
と
す
フ
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
も
、

と
ど
も
た
ち
に
角
け
じ
br選
動
靴
を
は
い
て
軟
躍
へ

し
か
し
ζ
ど
も
た
ち
は
、
と
の
運
動
会
を
一
区
切

む
と
し
て
、

ζ
れ
か
ゐ
な
落
ち
つ
い
た
勉
強
比
一
軒
に

は
い
る
。す
ぐ
在
乙
に
、
灯
下
親
し
む
の
股
が
武
て
い
る
.

ぽ〈が一番、い引ま〈町一望書だL、(ひ{まむ幼稚闇)

鱒欝轟轟轟盟諸翠麓購譲霊童



¥r' 

台、

け

今
何
し
て
通
過
し
十
刃
物
を
連
び
五
分
以
内
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
ブ
レ
ー
キ
を
使
い
ず

第
3
間
・
車
両
等
は
横
断
透
明
白
第
7
間
・
自
動
車
を
連
記
執
し
て
踏
ぎ

YFVペ
ー
パ
ー
ロ
ッ
ク
を
お
己
ず

な
い
交
遊
点
、
ま
Fhは
そ
の
僅
歪
を
切
り
に
さ
し
か
か
っ
た
と
ζ

る
、
踏
瀦
偲
と
ζ

ど
も
の
ゴ
ー
ス
ト
ヴ
プ
ク

中
学
空
以
下
の
児
議
生
捷
を
対
韓
ス
ト
ッ
プ
ク
イ
ズ
偶
あ
て
。
辞
K
リ
者
が
横
行
し
て
い
る
と
吉
は
徐
切
主
購
芋
が
進
出
と
手
で
合
図
し
た
イ
ズ
の
正
解
と
一
正
解
者

に
、
平
塚
市
交
通
安
全
協
会
閉
幕
集
中
し
め
切
b
-十
月
三
十
一
日
梢
印
符
ま
た
は
一
昨
停
止
を
し
て
、
そ
自
由
で
、
}
陣
停
止
を
し
な
い
で
通
過
十
問
中
で
一
番
問
遣
い
が
多
か
っ

し
た
ゴ
1
・
ス
ト
ッ
プ
ク
イ
ズ
A
母

ま

で

帯

効

。

通

存

を

妨

害

し

て

は

な

ら

な

い

.

し

た

.

た

の

は

品

開

5
聞
で
、

ζ
れ
は
示
行
者

と
手
の
宍
妻
全
教
室
V
は
、
九
月
選
手
広
報
ひ
り
つ
か
十
二
月
号
欝
4
間
・
自
聖
者
寝
転
し
て
交
餌
B
間
ら
動
車
の
護
者
は
、
自
信
号
の
見
方
の
間
媛
葬
者
は

一
一
一
十
自
締
役
切
っ
た
が
、
応
募
数
も
マ
盤
・
入
選
立
人
ま
で
記
念
品
贈
盛
業
点
を
通
:
竹
中
、
緊
昌
品
目
動
車
が
接
前
車
の
発
進
を
5
な
が
す
十
応
や
他
信
両
市
の
一
赤
(
黄
)
の
点
明
の
と
き
は

九
十
一
遍
と
好
評
で
、
今
度
は
、
運
豆
葬
者
多
数
の
墳
合
は
抽
選
。
近
し
て
き
だ
の
で
、
交
差
点
の
左
側
人
を
呼
ぶ
た
め
に
輔
首
器
そ
便
局
す
車
と
迫
っ
て
日
注
意
し
て
横
断
で
き
る

転
者
の
み
な
さ
ん
を
対
離
に
A
運

転

も

の

.

次

に

間

埠

い

の

多

か

っ

た

法
諮
問
町
村
ッ
プ
運
転
者
の
交
通
安
全
教
室
需
品
開
討
諮
問

運
転
者
の
み
な
さ
ん
ノ
ふ
る
っ

τ

規
制
剛
の
一
部
改
正
号
、
一
一
人
東
D

量
て
官
時
ま
語
講
師
一
2
配

躍

は

土

ハ

雪

上

の

者

空

会

議

室

は

室

長

2

ム

時

間

佐

i
3
L詩
画

静

の

ζ
ど
喜
安
定
し
た

i

2
L記
入
住
所
、
職
業
卓
会
式
尤
い

i
i
i
g

働

場

‘

-
4
1
J

に
よ
主
乗
せ
る
援
問
だ
け
よ
い
ζ

マ

送

め

一

先

・

平

塚

市

平

塚

新

宿

九

三

と

に

な

っ

て

い

る

。

。
平
塚
市
交
通
安
全
預
金
ゴ
1
・
門
遂
聴
者
ゴ
ー
ス
ト
ッ
プ
ク
イ
ヱ
〕
に
よ
っ
て
進
路
を
譲
っ
た
@
る
ζ
と

が

で

き

る

、

マ

正

解

・

1
i
x、
2
i×、

5
1

第
1
間
同
・
車
両
院
一
方
通
行
路
警
間
・
同
一
方
程
遠
仔
長
第
守
守

B
は
白
書
室
長
中
由
、

4
l
x、
5
1
0、
6
l
x

に
お
い
て
は
右
側
に
停
車
で
去
な
が
ら
進
路
を
左
(
布
)
に
変
え
る
場
に
わ
者
見
を
し
た
た
め
、
信
尋
持
ち

7
)×、

8
1
0、
9
1
x、
ね

い

。

告

の

品

口

邸

宅

行

容

フ

時

期

ば

ー

ザ

F
K
U
D
g動
車
に
埠
突
し
、
そ
の
議
長
者
!
日
。
〈
沼
通
定
解
)

第
2
制
・
自
動
車
を
選
一
転
し
て
信
行
為
世
訟
雪
と
す
る
地
点
か
ら
三
に
治
置
一
千
T
自
世
襲
す
る
け
が
を
さ
マ
正
解
者
・
須
酷
う
め
乎
さ
ん
(
畳

号
黄
点
離
の
交
法
点
に
さ

L
か

か

っ

十

日

苧

前

モ

る

る

。

せ

た

。

ζ
の
場
合
B
の
免
許
句
作
放
原
初
)
今
井
誇
さ
ん
(
浅
間
町
)

た
と
こ
る
尿
動
機
待
自
転
車
が
、
モ
揮
6
間
・
A
は
午
按
一
一
一
時
む
ろ
紅
処
分
点
数
は
十
一
点
で
あ
る
。
網
(
告
佳
男
辛
ん
(
長
持
)
揖
野
久

由
横
断
埠
一
一
滋
白
書
に
停

tて
い
一
一
番
三
品
目
色
梅
瞳
デ
パ
ー
ト
前
日
L
普
宮
間
・
霊
絡
を
下
妻
美
畏
辛
ん
(
横
内
回
想
障
出
陣
史

た
が
、
横
断
揖
持
者
が
な
い
の
で
、
遇
ド
ヨ
ッ
ク
在
停
め
て
一
ニ
暗
ま
で
荷
ヱ
ン
ジ

y
ブ
レ
ー
キ
を
使
用
し
な
い
(
老
松
柏
町
)

気ガスをきれいはしよう一一一

相
経
式
山
と
古
川
柳

江
戸
の
迷
信
と
川
醐

日
宜
古
代
の
精
神

成一
r
自
慰
汗
白
後
詰

自動寧のJ:i!'気ガスの中には有主宰なガスiJl合ま
れていまナ。きれいなさ霊気を守るためにエンジ

ンのスロー調整をして、ガジ !Jンを完全燃焼さ

せましょう。 1合の所用時間l土約 5分で済みさ当
日は~t\~料です。市民の来車をおまちします。

額とき 10月21日(雨天22臼)10時 -16時

閣場所平護軍m見附治体育鐙前広場
盤協力株奈川県小型自動率繋襲興会平塚支昔話



。4日 声富士見公民館
館

~ 5日金E百公民館城島公民館
横内集会場

t- 88 護団公認館
。守尽 大野会員館
。10日松原公民館
ク 118 神田公民館
。128 中原公民館見約台武道

場

。13日須祭公民館花水公民館
。15臼 i日四之宮公民館
盤巡箆日韓・ (揖宝正日)

12月 88 金自公民館土屋公民館
。98 路公民館宮沢公民館
d- 10日富士見公民館随時公民

宮官

t/ 1Hヨ金田公民館?鮫島公民館
横内集会場

!t- 15臼豊田公民館
v 16日大野公民館

竃描踊路盟諸錨趨量

盟対象・第1部自〈昭和叫1.1日か
ら昭和判・ 6.30日までの赤ちゃん)
第 2回目(昭43・7・1から43・12
• 31までに生まれた子〉
その他

日曜悼百合の主主患を蚊うため、平塚

市医師会は東海道舗を境に交代診療

制度を申し合わせている。

強覇1・覇3日曜日は南側の皇室院
瞳車2・務4S曜aは北側の医院ï~雷

原質1)として診揮に応ずることになっ

ている。 n草剤であって都合により
変更もある。日臨日はあ〈まで体診

自であり、診揮は緊急患者に限るj

とされている。

櫨共済構践山 <32局1950)
瞳平館市箆輯腕.(32局0015)
臨済生金高控室 (31局0520)
醜杏察室置病践 ・(21題0346)
観童周病院一一一 (21局0570)
、......::..岨唱曲 (21J笥0911)

題懇醤箆護葱窟葱還盟獲遣職懸欝癒銀翻誌購揮議箆襲湯藤滋騒魁議議機

軒生諌では、今夏、巡回して結岐

世康診断を興施したが、その察、受

診されてない人を対韓に、次の六会

場で、イ :/7ルエジザの予防注射と
いっしょに行なう。

あなたの己どもを恐ろしい小児結

桜から守るためにも、あなた〈母

親〉が進んで受けてほしい.

罷巡回詞援

11月4日(火)金思公民館
。6沼{木)富:士見公民館
。7日(金)中原公民館
。18日(火〉金田公民館
。20臼 f木)花7](公民館
。21日〈金)須賀公民館
額時間・インフノレエン?の注射時間

と同じ午能 1 時3C分~3時まで。

調時節・各会場とも午後1時3C分か
ら午後5時まで
覇巡回臼程

10月16日池公民館土沢中学校
。17日 念日公民主ゴ 中原公民重富
~ 18日 程葺士見公民館松原公民

能

。20日 金田公民館主主国公民館
.. 21日大野公民錯横内事会場

(部地内}

!日間之滋公

瞳対韓・ 2揖以上の者でおよモ1週
間の問調で2@1続けて接種
盟巡白日程. (ー図的)

盟時間@各会場とも1:)時30分から15
時

l1Jl 4日金自公民館土匡公民館
金田公民館

5日 鵡公民館 E吉沢公民館
6日富士見公民館
7日中原公民間
8日披偽公民館胤塙公民館
最白公民館

~ 10日箕土公民館横内集会場
南京公民館

l' :::2日神田公民指
民.t'fl;

T 23日 須賀公民館花71く公民官官
? 24日 見附台置滋場

可酔

t曜'

1 ~月何日 大野公民館松京公民館

v 20日花水公民館
~ 21日須費公民館

" 22尽 克附台武道場
v 24日 i時四之官公民館
(2 "司自巡沼狙程)

" 11日 金宮公民館土露。公民主百
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φ婚礼関係各室と
披露会場丹使用

〈キI~全[土申し込みのとさ支払ってくだ
今一部由時から 2，050円

I! l(i符から 2，050円
11 11時から 2，050内

11 12ff奇から 2，800丙

午後 l時から 2，500fIJ 

11 2持から 2，0501円

11 3時から 2，100円
11 4時から 2，150円
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お祭り

である。おそらく主神白弛滋稔

郎子市も親しく歌唱を受けた方

/廷が新らだにj草野匂神社として加

えられたことをこよなく薄んで

いられるにちがいない。

奨学神社の建物は京市文化問、

隷査時課長良吉野芳雄氏とその

そ子忠臣民氏によって投計され措

水建設KKのI11村倖氏自搭zuな
醇慈によって3c出したものであ
る。

なお、 ζのl耐火建物へひろ

〈論語と千J子文の収誌を行なう

乙とが企E話されていたとζ ろ市

内須費生まれの右辺の大家E自由
主翼訓1民は自筆による見事な千字
文 1巻 ζ論口荏並びにさきな
ろ刊行したE体不字文5間 1幌

主主献納されたr

奨学神社
高瀬購吾

平援「行間F之寓白地に鎮挫する

自'J渦(サキト2))神社はE亘書式
梓名院に識っているいわゆる式

内社で平塚内最凸ーの神社と考

えられる。

御祭神は応神天皇白E喜子毘b茸
稚郎子市('うちのわきいbっこ
のみとと)である。

応、神天i~は推節子命をと〈べ

つに可愛がられ皇太子としたの

みでなく主主棋盤〈くだらのく

に)から同夜岐(あちき)を招

きつづいて博二七CE仁{わに)の

渡来を諮ヨて先生とされた。

博士三E仁は臼本へ来るとき論
活10巻と千字文1巻をたずさえ
てきて天皇に献じた。己の2書
は稚郎子市の教耕書としてモの
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